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全員の進路が決まるまで ～仲間を応援し、協力しましょう～ 

今まで一緒に過ごしてきた仲間たちも、受験が始まりそれぞれ違う目標に向かって努力しています。今週は都立

高校の推薦入試及び合格発表があり、来週は私立高校の一般入試、そして２月21 日(金)には都立高校の一次入試

があります。新たな決意をもとに、さらに力を付けてください。応援しています。 

さて、卒業式まであと2 か月を切りました。この学校での生活も確実に減っています。いずれ来る別れの時

に、後悔が残らないよう、以下のことに気を付けて、一日一日を大切に過ごしましょう。 

 

お互いを思いやり、団結しましょう 
 
試験の日程に差があり、早い段階で進学先を決定させ、喜んでいる人がいる一方、合格を目指して頑張っている

人が同じ教室にいます。こんな時期だからこそ、クラス・学年全員が思いやりの気持ちをもち、団結して受験を乗

り越えましょう。 
 

余裕をもって登校し、授業に集中しましょう 
 

最近登校が遅くなったり、チャイム前の準備が遅かったりと、緊張感が緩んできているように思います。最後ま

で全員が授業に集中し、勉強できる雰囲気を作っていきましょう。 

 

計算コンテストに向けて 

２月３日（月）の1 校時に計算コンテストがあります。しっかりと復習し、自信をもって本

番に臨んでください。 

 

生徒の作文                       

 

卒業に向けて                

4 組 

ついに、残りわずか。入学式がつい先日のようなことに思えるのに、私達はあと少しでこの学校を旅立ってゆく

のだ。このことを始業式で耳にして、私はとても驚いた。これまでの学校生活で自分が得たものは何だろうと考え

たとき、心に浮かんだのは、「切り替える力」「粘り強さ」「人との関わり方」だ。私は卒業に向け、この3 つ

の力をもっと高め高校生活に臨みたいと考える。 

 まず、「切り替える力」。あと数週間で受験が終わる。気のゆるみで日々の生活を怠らぬよう切り替えをしっか

りとしたい。受験のためだけでなく、自分のために学習をし、コマⅡ生としてふさわしい行動をとるために、オン

とオフの切り替えに気を遣いたい。 

 次に、「粘り強さ」だ。思うようにすらすら問題が解けないなどもどかしいことが起きても、原因をよく考え粘

り強く解決する。これは日常生活においても大変大切なことだと３年間たくさんリーダーを担って実感してきた。

卒業後の高校生活は今よりも大変なことがたくさんあると思うので、それに向け根気よく日々頑張っていきたい。 

 最後に、「人との関わり方」である。人の嫌な気持ちになることを言わない、周りを見て行動するといったこと

は当たり前のことだがとても大切なことだ。３年間で出会えた奇跡のような友達とこれからも素敵な時間を過ごす

ために気をつけて行動したい。 

 これらの３つの力に共通しているのは、残された時間を大切にし、高校生活へとつなげていきたいという思い

だ。この思いを胸に、残り僅か、この中学校で過ごす時間を全力で走り抜いていきたい。 



 

来週の予定 
日にち 曜日 内    容 

２月 ３日 月 ① 計算コンテスト 

   ４日 火 ４５分授業 ⑥展示作品の名札書き、自分史の作成(３)専門委員会 

   ５日 水 都立高校一般(一次)出願(終) 

   ６日 木   

   ７日 金 私立高校一般前日指導 
 


